
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

かおり

ソロリティ

サイケデリック

サイケデリック

7歳

幸福

0

花園

9
『冷たい大きな手』

『背中越しのおとぎ話』

『お兄ちゃんの背中』

『風の特等席』

『半分こされた甘さ』

『パパになった日』

『パパのむずかしい話』

壊れた街の路地裏。冷たい風が吹き抜ける中、怖くて泣きジャクリながら縮こまっていた。 周りは見知らぬ脅威ばかりで、明日どころか数分後すら分からない暗闇。 けれど、そんな世界の恐怖はどうでもよかった。  泣き止まない自分の頭を、困ったような顔で撫でてくれた大きな手の温もり。 不器用な手つきで大きすぎるコートを肩にかけてくれ、「もう大丈夫だ」と抱きしめてくれたあの瞬間。 血の繋がりも何もないはずなのに、ただ「この人がお父さんなんだ」と幼心に理解できた。 灰色の世界で目を閉じる時、その大きな手に指を握られていることだけが救いだった。 凍えそうな夜の旅の途中でも、その温もりに守られて眠りに落ちる瞬間こそが、自分にとっての世界のすべてで、一番の幸福だったのだ。

果てなく続く荒野と、ガタガタと揺れるサイドカー。 遠くで響く不気味な声に怯えながら、ずっと背中にしがみついていた。 世界はとっくに終わっていて、どこにも安全な場所なんてない。  「早く大きくなって、一緒に美味いものでも食べに行こう」 バイクのエンジン音に消されそうな小さな声で、照れくさそうに語りかけてくれたあの言葉。 世界を救う大きな約束なんかじゃなく、ただ父親が子どもに向けるような、ささやかで優しい明日のおまじない。 自分を安心させようと一生懸命に声を張る背中に頬を寄せ、そのぬくもりを感じる時間。 壊れた世界の中で、ただ「お父さんの子」として愛されていると実感できる瞬間こそが、自分にとっての世界のすべてで、一番の幸福だったのだ。

崩れかけた街の廃墟と、どこまでも広がる灰色の空。 いつ怪物に襲われるかも分からない暗闇の中で、足がすくんで一歩も動けなくなっていた。 世界は危険で恐ろしいものばかりで、幼い自分には耐えきれない恐怖しかなかった。 けれど、そんな恐怖はどうでもよかった。  「大丈夫だ、俺の後ろにいろ」と言って、いつも自分の前に立ってくれた「お兄ちゃん」の背中。 泣きそうになる自分をあやすように、不器用ながらも優しく頭をぽんぽんと撫でてくれた温かい手。 血の繋がりなんてなくても、自分を守るために戦ってくれる頼もしい存在。

ガタガタと音を立てて出来上がった、みどり色のサイドカー。 「ここがお前の特等席だ」とパパに抱っこされて乗せられ、隣にはめぎゅ、後ろにはお兄ちゃんが乗った。 パパの背中越しに見える果てしない荒野と、切り裂く風。 怖くなんてなかった。ここが世界で一番安全で、大好きな場所だったから。４人で走り出したあの日の青空の記憶。

旅の途中のささやかな夕食。テーブルの上には、自分とお兄ちゃんの分の温かいスープと、めぎゅの分のごはん、そして小さなチョコ。 パパのお皿には、いつもほんの少しのスープしか乗っていなかった。 「パパはもうお腹いっぱいなんだ」 そう言って優しく微笑み、自分が差し出したチョコを一口だけ齧って、残りを全部自分の手に戻してくれた。 パパが少しずつ小さくなっていくような寂しさを胸の奥で感じながらも、その一口の甘さとパパの微笑みが、壊れた世界で何より愛おしかった記憶。

自分の足で歩くこともできず、ただ寒さと恐怖に震えていたあの日。 パパは冷たくなった私の体を温かいコートで包み、不器用な手つきで抱きしめてくれた。 血の繋がりもない、名前も分からない自分。本当なら置いていかれてもおかしくない世界で、パパは私の目線を合わせて真っ直ぐに見つめ、「今日からお前を守る」と言ってくれた。 「パパ」と呼ぶと、少し戸惑ったように目を細めてから、そっと頭を撫でてくれた手。 世界中の誰も守ってくれなくても、この人だけは自分の家族になってくれたのだと、涙が溢れたあたたかい記憶。

焚き火のそばで、パパはお兄ちゃんに向かって「エネルギー効率」や「この世界の構造」について真剣な顔で話していた。 お兄ちゃんは一生懸命頷こうとしていたけれど、途中から頭の上に大きな疑問符を浮かべて、困ったように眉を下げていた。 「……父さん、俺にはよくわかりません」とお兄ちゃんが正直に言うと、パパは「そうか……」と少しがっかりした顔をして、それから二人で顔を見合わせて小さく笑っていた。 難しい話は分からなかったけれど、真面目なパパと、一生懸命な頼もしいお兄ちゃんのやり取りを見ていて、胸の奥がクスッと温かくなる大好きな日常の記憶。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１
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移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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